
ハンドボール部の活動中、運動場で準備運動として
ランニングをしていたところ、35分走り終えた時にふら
ついたので、顧問が日陰に座らせ休ませたが、寝ころんで
しまい、自力で給水できず、問いかけにも応えなくなった。
すぐに氷で頚部や脇を冷やす等の応急処置を行った。
救急車を要請、入院したが、同日死亡した。

（中１/男子）
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暑い夏の日、子供たちに次のような症状が見られた場合は、
どう対応すればいいのでしょうか。
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重症が疑われるときは！

涼しい場所に運び、
座らせる、衣服をゆるめて寝かせる、
脚を上げ水分（0.1％～ 0.9％程度の
食塩水）を補給する。　

速やかに冷却の処置、119番通報し、一刻も早く病院へ！！
（「体育活動における熱中症予防」調査研究報告書から）

めまい・失神・全身倦怠感・
脱力感・吐き気・嘔吐・頭痛・
四肢や腹筋のけいれん（つる）・
筋肉痛 ※対応フローは裏面参照
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！ 重症度の
見きわめが大切！

　死の危険！！

高体温意識障害
・うずくまる
・応答が鈍い
・ふらついてまっすぐ歩けない
・言動がおかしい

（学校事故事例検索データベースから）

！こんな死亡事故が発生しています！

★熱中症は、万一発症した場合でも、迅速かつ
適切な措置をとることによって回復できる
疾病です。しかし、熱中症による死亡事故は、
なくなってはいません。
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